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名
古
屋
陵
水
会
の
皆
様
、
明
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆

様
に
は
す
が
す
が
し
い
新
年
を
お
迎

え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
私
は
年
末

年
始
と
５
月
の
連
休
を
海
外
で
過
ご

す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
バ

ン
コ
ッ
ク
か
ら
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
間
を

走
る
オ
リ
エ
ン
ト
急
行
で
新
年
を
迎

え
ま
し
た
。
ま
さ
に
、
私
が
社
会
人

に
な
っ
た
ば
か
り
の
高
度
成
長
期
の

日
本
を
彷
彿
と
さ
せ

る
東
南
ア
ジ
ア
の
熱

気
に
包
ま
れ
た
新
年

で
し
た
。

　

さ
て
、
平
素
は
陵

水
会
活
動
に
対
し
て

格
別
な
ご
支
援
ご
協

力
を
賜
り
、
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

我
々
の
母
校
滋
賀
大

学
が
国
立
大
学
法
人

化
し
て
か
ら
３
年
を

経
過
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
こ
の
間
大

学
が
取
組
ん
で
き
た
経
営
努
力
が
、

２
０
０
６
年
の
国
公
立
志
願
倍
率
ラ

ン
キ
ン
グ
で
全
国
第
６
位
と
い
う
形

で
実
を
結
ん
で
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
急
ピ
ッ
チ
で
進
む
少
子

化
に
よ
り
我
が
母
校
も
志
願
者
減
の

危
機
に
直
面
す
る
可
能
性
が
高
い
の

が
実
情
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

陵
水
会
は
滋
賀
大
学
経
済
学
部
を
よ

り
魅
力
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
に
Ｏ

Ｂ
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
数
々
の

支
援
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
た

と
え
ば
、
各
業
界
で
活
躍
し
て
い
る

Ｏ
Ｂ
に
よ
る
講
義
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
論
」
を
開
講
し
、
昨
年
は
名
古
屋

支
部
の
南
野
先
輩
（
大
５
）
以
下
４

名
の
Ｏ
Ｂ
の
講
義
が
学
生
に
感
動
を

与
え
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
大
学
で
学

ぶ
意
義
を
レ
ク
チ
ャ
ー
す
る
「
ジ
ュ

ニ
ア
懇
話
会
」
は
京
都
銀
行
頭
取
の

柏
原
さ
ん
（
大　

）
１１

に
担
当
し
て
い
た
だ

く
な
ど
陵
水
会
は
多

く
の
支
援
事
業
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
名
古
屋
支

部
で
は
会
員
相
互
の

親
睦
を
図
る
た
め
に

飲
み
会
で
あ
る
「
陵

水
亭
」
を
毎
月
開
催

す
る
と
と
も
に
、
陵

水
会
名
古
屋
支
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開

設
し
、
会
員
の
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録
す
る
こ
と
に
よ

り
情
報
交
換
の
場
と
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
陵
水
亭
へ
の
ご
出
席
や
ア
ド

レ
ス
の
ご
登
録
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

　

最
後
に
、
今
後
と
も
会
員
の
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
重
ね
て
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
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２００６年１月ポンペイにて

二
〇
〇
七
年
の
年
頭
に
あ
た
っ
て

　
　
　
　
　
　

名
古
屋
支
部
長　

小
島
興
一（
大　

）
１０
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シ
ル
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
を
楽
し
む

　

昨
春
漸
く
「
あ
い
ち
シ
ル
バ
ー
カ

レ
ッ
ジ
」
に
入
学
す
る
事
が
出
来
た
。

愛
知
県
に
在
住
す
る　

歳
以
上
な
ら

６０

誰
で
も
入
れ
る
学
校
で
あ
る
。
名
古

屋
３
０
０
人
、
豊
橋
１
０
０
人
、
岡

崎　

人
、
一
宮　

人
の
定
員
で
１
年

５０

５０

制
で
あ
る
。

　

週
１
回
の
授
業
は
午
前
に
教
養
科

目
、午
後
に
専
門
科
目
、ホ
ー
ム
ル
ー

ム
が
あ
り
、
外
に
修
学
旅
行
、
社
会

見
学
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー

ツ
、
同
好
会
等
活
動
は
多
岐
に
亘
っ

て
い
る
。

　

私
は
新
し
い
仲
間
と
共
に
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
を
立
ち
上
げ
、
既
に

「
東
山
一
万
歩
コ
ー
ス
」「
平
和
公
園

一
万
歩
コ
ー
ス
」
等
踏
破
？
し
た
。

こ
の
ク
ラ
ブ
を
卒
業
後
も
継
続
発
展

さ
せ
私
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の
ひ
と
つ

に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。　

以
上

　
　
　
　
　
　

還
暦　

年
目
を
迎
え
て

６０

　

私
も
還
暦
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
大
学
卒
業
後
、
当
初
は
金

融
機
関
に
勤
め
ま
し
た
が
、
故
あ
っ

て
、
地
元
の
愛
知
県
庁
で
公
務
員
に

転
職
し
ま
し
た
。

　

銀
行
時
代
の
同
僚
の
者
は
、　

歳
５０

前
後
か
ら
別
会
社
に
出
向
に
な
っ
た

り
し
て
、
金
融
機
関
淘
汰
の
荒
波
に

呑
ま
れ
ま
し
た
が
、
私
は
幸
い
公
務

員
の
た
め
、
還
暦
ま
で
勤
め
る
こ
と

が
出
来
そ
う
で
す
。

　

思
い
出
せ
ば
我
々
団
塊
の
世
代
は
、

人
ま
た
人
の
渦
の
中
で
競
争
の
明
け

暮
れ
で
し
た
。
中
学
生
の
時
は
、
同

学
年
が　

ク
ラ
ス
も
あ
っ
て
、
理
科

１９

室
、
講
堂
等
全
て
が
臨
時
の
教
室
に

変
更
さ
れ
て
、
授
業
も
ス
シ
詰
め
の

状
態
で
し
た
。

　

ま
た
、
大
学
時
代
は
、
学
園
紛
争

で
大
学
が
封
鎖
さ
れ
、
ゼ
ミ
の
先
生

の
お
宅
で
授
業
を
し
た
の
も
懐
か
し

い
思
い
出
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

世
の
中
、
団
塊
世
代
の
大
量
退
職

の
時
代
を
迎
え
、
高
齢
化
社
会
や
年

金
問
題
な
ど
日
本
の
不
安
の
時
代
が

始
ま
る
と
、
マ
ス
コ
ミ
が
喧
し
く
報

道
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
元
気
な
団
塊

の
世
代
で
す
の
で
、今
後
は
会
社（
役

所
）
と
い
う
組
織
を
離
れ
て
自
由
な

生
き
方
を
決
め
る
大
切
な
節
目
に
な

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

私
は
、
今
ま
で
の
経
験
を
生
か
し

て
、
街
づ
く
り
、
商
店
街
振
興
の
N

P
O
法
人
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
ご
賛
同
の
方
は
、
一

緒
に
活
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

山
口
郁
夫（
大　

）
１９
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還 
暦
・
年 
男

�
�
�
�
�

�
�
�
�
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石
橋
政
雄（
大
６
）

６０
年
目
・
１２
年
目 

新
た
新
た
な
決
意

な
決
意 

新
た
新
た
な
決
意

な
決
意 

新
た
な
決
意 
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戦
争
と
平
和
資
料
館

　
　
　

建
設
に
懸
け
る

　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

稔（
大　

）
１５

　
　

年
前
・
戦
後　

年
の
時
こ
の
運

１０

５０

動
を
知
り
ま
し
た
。
子
供
た
ち
、
孫

た
ち
が
平
和
ボ
ケ
と
言
わ
れ
な
い
よ

う
に
、
戦
争
の
悲
惨
さ
、
愚
か
さ
を

伝
え
て
ほ
ん
と
う
に
平
和
の
大
切
さ
、

素
晴
ら
し
さ
を
学
ぶ
場
が
必
要
と
思

い
、
活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
昨

年
あ
る
女
性
か
ら
一
億
円
と
１
０
０

坪
の
土
地
を
寄
付
さ
れ
、
具
体
的
建

設
が
開
始
。
本
年
５
月
名
東
区
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
さ
ら
な
る
資
金

の
寄
付
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。　

問
い
合
せ

　

�
０
５
２－

７
５
１－

２
０
１
０

　
　
　
　
　
　

事
務
局
担
当
・
吉
田
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獅
子
の
会
（
昭
和　
４４

年
卒
）
の
簗
瀬
悠
紀
夫

君
が
名
古
屋
銀
行
頭
取

に
就
任
し
、
そ
れ
を

祝
っ
て
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

を
開
催
。
初
日
は

木
曽
駒
高
原
宇

山
C
C
、
２
日
目

は
木
曽
駒
高
原

C
C
で
３
組　
１１

名
（
簗
瀬
、
松
村
、

木
川
、
沢
山
、
滋

野
、
伊
藤
信
行
、

岩
田
政
三
、
川
口
、

上
山
、
青
山
、
石

井
）
参
加
。
関
東
、
北
陸
、
関

西
、
そ
し
て
沢
山
君
は
わ
ざ
わ
ざ
遠

距
離
直
行
バ
ス
で
馳
せ
参
じ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

ゴ
ル
フ
は
新
頭
取
を
祝
う
が
如
く
、

真
っ
青
な
秋
空
と
色
づ
き
始
め
た
紅

葉
で
最
高
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
。
白

樺
林
に
打
ち
込
む
キ
ン
！
コ
ン
！
カ

ン
！
の
音
色
を
聴
き
な
が
ら
、
競
技

は
和
気
あ
い
あ
い
ム
ー
ド
。
し
か
し
、

ス
コ
ア
は
概
し
て
、
全
員
少
々
崩
れ

気
味
。
そ
の
中
で
、
優
勝
し
た
の
は

や
っ
ぱ
り
主
役
の
簗
瀬
君
。
冷
静
沈

着
か
つ
堅
実
な
ス
コ
ア
メ
イ
ク
は
さ

す
が
我
ら
の
頭
取
。
カ
タ
イ
！
と
た

だ
た
だ
感
心
す
る
ば
か
り
。

　

夜
は
青
山
君
が
手
配
し
て
く
れ
た

岡
谷
鋼
機
笹
寮
で
お
楽
し
み
の
宴
会
。

阿
多
君
と
吉
村
君
も
駆
け
つ
け
、
い

ち
だ
ん
と
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
最

初
に
岩
田
君
が
代
表
し
て
、
頭
取
就

任
を
祝
っ
て
簗
瀬
君
に
全
員
の
気
持

ち
を
込
め
て
「
獅
子
の
会
一
同
」
と

印
字
し
た
ペ
ア
の
純
金
マ
ー
カ
ー
を

贈
呈
。
そ
し
て
、
上

山
君
の
乾
杯
の
音

頭
の
後
、
簗
瀬
君
か

ら
お
礼
の
挨
拶
の

中
で
「
気
兼
ね
の
い

ら
な
い
こ
う
し
た

同
期
の
ゴ
ル
フ
が

一
番
楽
し
い
」
と
い

う
言
葉
が
あ
り
、
集

ま
っ
た
甲
斐
が

あ
っ
た
と
皆
大
満

足
。
宴
会
で
は
ビ
ー
ル
、
芋
焼
酎
、

地
酒
を
飲
み
な
が
ら
、
だ
べ
り
、
笑

い
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま

し
た
。
そ
の
後
は
、
カ
ラ
オ
ケ
三
昧
。

東
南
ア
ジ
ア
で
仕
事
を
し
た
者
が
多

い
せ
い
か
、
韓
国
や
中
国
の
歌
が
や

た
ら
と
飛
び
出

し
た
。
最
後
は
全

員
で
肩
を
組
ん

で
の
琵
琶
湖
就

航
の
歌
。
そ
し
て

三
本
締
め
の
後

は
、
簗
瀬
君
を

高
々
と
胴
上
げ

し
、
そ
の
夜
の
宴

会
は
打
ち
上
げ
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

石
井
卓（
大　

）　

記

１７

 
石
橋
政
雄（
大
6
）

大
仏
の
撫
で
肩
優
し
初
御
空

昨
秋
鎌
倉
に
遊
ん
だ
。
今
年
も
穏
や

か
な
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

 
伊
與
正
道（
大
6
）

海
苔
粗
朶
に
潮
み
ち
き
た
る
初
茜

水
平
線
に
茜
さ
し
岸
辺
に
潮
が
満
ち

て
新
し
い
年
が
始
ま
る
。　

 
河
村
実
鏤（
大
7
）

初
茜
い
の
ち
あ
る
こ
と
有
難
し

元
旦
の
明
け
方
空
は
茜
色
に
染
ま
り

万
物
に
命
を
吹
き
込
み
日
は
昇
る
。

 
木
村
芳
夫（
大
8
）

初
太
鼓
少
女
の
撥
に
力
あ
り

伊
勢
神
宮
に
参
拝
し
て
立
寄
っ
た
お

か
げ
横
丁
。
心
に
残
る
音
で
し
た
。

 
久
保　

昭（
大
6
）

初
詣
鎮
守
の
杜
に
夢
あ
ふ
れ

平
素
は
閑
散
な
神
社
も
元
旦
の
朝
は

初
詣
で
賑
わ
い
夢
が
あ
ふ
れ
る
。

 
倉
坪
和
久（
大　

）
13

天
地
の
動
き
な
る
ま
ま
年
迎
ふ

大
晦
日
ま
で
会
社
で
バ
タ
バ
タ
し
て

い
る
く
せ
に
つ
い
俳
人
ぶ
っ
て
…
。

 
斎
藤
武
司（
短
2
）

峡
の
田
に
花
影
落
す
寒
桜

山
際
の
田
に
一
本
、
寒
桜
が
白
い
花

を
咲
か
せ
冬
日
の
中
に
立
っ
て
い
た
。

 
柴　

宗
平（
大
5
）

 
一
端 
の
老
い
の
反
骨
年
酒
酌
む

い
っ
ぱ
し

た
と
え
ゴ
マ
メ
の
歯
ぎ
し
り
で
も
、

云
う
べ
き
事
は
云
い
た
い
も
の
だ
。

 
南
野
輝
久（
大
5
）

幾
山
河
道
を
求
め
て
老
い
の
春

　

欲
も
衒
い
も
な
い
け
れ
ど
、
生
き

て
い
る
証
し
を
求
め
て
行
き
た
い
。

 
故
山
田
寿
男
氏（
大
6
）に
捧
ぐ 　

 
爽
涼
の
黄
泉
路
に
寮
歌
唄
ひ
行
け 

 
伊
與
正
道（
大
6
） 

 
山
田
寿
男
氏
は
、
本
年
９
月　

日
２２

 
に
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。（
合
掌
）

 
自
句
自
解 

陵
水
新
春
俳
壇

■工作機械　■メカトロニクス製品　■自動車部品 

主要製品  
税理士 （大1４回） 奥 谷 弘 和  

奥谷弘和税理士事務所 

事務所 
電 話  
 
 

碧 南 市 山 神 町 7 - 2  
（0566）4 1 - 1 1 5 5  
 

〒447-0869

簗瀬頭取就任を祝う 簗瀬頭取就任を祝う 簗瀬頭取就任を祝う 
《獅子の会》 平成18年11月14日、15日 
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て
各
様
に
第
一
線
か
ら
遠
の
い
て
い
っ
た
。

贅
に
馴
れ
、
働
く
こ
と
を
忘
れ
た
現
代
の

ニ
ー
ト
や
フ
リ
ー
タ
ー
の
若
者
の
時
代
を

「
こ
ん
な
筈
で
は
な
か
っ
た
」
と
寂
し
く
観

て
い
る
昭
和
一
桁
生
ま
れ
の
男
達
の
昨
今
で

あ
る
。

秋
季
名
古
屋
陵
水
会
ゴ
ル
フ
大
会

　

今
回
で　

回
目
と
な
り
ま
し
た
当
大
会
が

５４

日
本
ラ
イ
ン
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
参
加
者
は　

名
、
天

１２

候
に
恵
ま
れ
爽
や
か
な
秋

晴
れ
の
下
で
和
気
藹
々
ゴ

ル
フ
を
楽
し
み
交
流
を
図

り
ま
し
た
。

　

次
回
は
来
春
４
月　

日
１１

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
ゴ

ル
フ
愛
好
家
の
み
な
さ
ん

是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

一
、
秋
季
大
会
の
結
果
（
第　

回
）

５４

　

開
催
日　

平
成　

年　

月　

日
�

１８

１０

１７

　

場　

所　

日
本
ラ
イ
ン
G
C

　

参
加
者　
　

名
１２

　

結　

果　

　
　

優　

勝　

酒
井
盛
雄（
大　

）
１３

　
　

準
優
勝　

岩
田
政
三（
大　

）
１７

　
　

３　

位　

木
村
芳
夫（
大
８
）

二
、
次
回
の
予
定
（
第　

回
）

５５

　

開
催
日　

平
成　

年
４
月　

日
�

１９

１１

　

幹　

事　

酒
井
盛
雄（
大　

）　
１３

　
　
　
　
　

河
村
実
鏤（
大
７
）

　
（
問
い
合
せ
先
）

　

�
０
５
２
‐
９
３
２
‐
３
８
５
７

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
酒
井
）

　

月
６
日
�

１０
　

テ
ー
マ
は
人
間
模

様
。
学
生
達
も
良
く

知
っ
て
い
る
歴
史
上

の
人
物
を
取
り
上
げ
、

そ
の
人
達
の
一
寸
し

た
言
動
が
如
何
に
他

人
の
心
を
惹
き
つ
け
、

�
命
で
す
ら
預
け
よ
う
�
と
い
う
気
持
ち
を

引
き
起
こ
さ
せ
た
か
を　

例
ほ
ど
話
を
し
た
。

１７

　

話
の
要
約
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
「
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
物
事
を
考
え
、行

動
す
る
」「
陰
口
は
言
わ
な
い
」「
人
前
で
人

を
叱
ら
な
い
」「
物
を
為
す
に
は
命
懸
け
の
覚

悟
で
行
え
ば
必
ず
目
的
を
達
す
る
」「
約
束
は

必
ず
守
る
」「
ど
ん
な
人
物
で
も
人
に
優
れ
た

も
の
を
持
っ
て
い
る
。
常
に
謙
虚
で
人
を
敬

愛
す
る
」「
人
を
統
べ
る
に
は
、
四
角
の
枡
に

味
噌
を
入
れ
て
、
丸
い
杓
文
字
で
掬
う
よ
う

に
す
る
。
小
隅
の
こ
と
に
気
を
配
ら
な
い
」

「
贅
に
溺
れ
ず
、
節
倹
を
旨
と
す
る
」
等
々
。

　

月　

日
�

１０

１３

　

テ
ー
マ
は
�
昭
和
一
桁
生
ま
れ
の
男
の
歩

ん
で
き
た
道
�。昭
和
一
桁
生
ま
れ
の
男
は　
７０

歳
の
坂
を
越
え
た
。
そ
の
歩
ん
で
き
た
道
は
、

戦
争
、
敗
戦
の
風
雲
激
動
の
世
の
移
り
変
わ

り
を
直
に
見
な
が
ら
飲
ま
ず
食
わ
ず
の
少
年

時
代
。
昭
和　

年
の
朝
鮮
動
乱
を
契
機
と
し

２６

た
軍
需
景
気
。
廃
墟
の
中
か
ら
日
本
経
済
の

再
建
が
始
ま
っ
た
。
昭
和　

年
代
の
初
期
に

３０

大
学
を
卒
業
。
貧
し
い
け
れ
ど
明
日
を
夢
見

て
懸
命
に
内
外
に
と
馳
せ
巡
っ
た
。
勤
勉
で

懸
命
な
昭
和
一
桁
生
ま
れ
の
男
達
は
世
界
に

誇
る
技
術
を
極
め
、
豊
か
な
国
へ
の
足
掛
り

を
作
っ
た
。
日
本
経
済
の
復
興
と
繁
栄
。
世

界
第
２
位
の
経
済
大
国
に
ま
で
仕
上
げ
た
昭

和
一
桁
生
ま
れ
の
男
達
は
、
年
号
が
昭
和
か

ら
平
成
に
変
る
頃
か
ら
、
功
成
り
、
名
遂
げ

に
ぎ
わ
う
陵
水
亭

　

毎
月
第
３
金
曜
日
の
夜
、
皆
さ
ん

は
ど
の
よ
う
に
お
過
ご
し
で
す
か
？

平
成
９
年
か
ら
続
く
交
友
サ
ロ
ン
の

「
陵
水
亭
」
が
、
錦
の
ア
ネ
ッ
ク
ス

ビ
ル　

階
『
唐
観
月
』
で
開
催
さ
れ

１０

ま
す
。
こ
こ
１
年
ほ
ど
の
様
子
を
簡

単
に
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　

ど
ん
な
話
題
が
上
が
る
か
と
い
う

と
、
働
き
盛
り
の
年
代
で
す
か
ら
、

健
康
の
話
な
ど
と
い
う

も
の
も
あ
り
ま
す
が
、

名
古
屋
経
済
界
の
寸
評

や
ら
、（
も
ち
ろ
ん
昔

の
）
偲
聖
寮
の
話
や
ら
、

発
展
？
脱
線
？
の
連
続

模
様
。
彦
根
と
い
う
土

地
が
学
生
を
い
か
に
大

切
に
す
る
気
風
を
持
っ

て
き
た
か
と
い
う
お
話

な
ど
も
、
新
鮮
で
し
た
。

　

中
で
も
私
が
特
に
好

き
な
の
は
、
何
か
し
ら
新
し
い
こ
と

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
様
子
の
お

話
で
す
。
催
し
を
企
画
し
て
い
る
と

か
、
旺
盛
な
行
動
力
の
様
子
を
お
話

い
た
だ
く
の
は
、
人
生
を
楽
し
ん
で

い
ら
っ
し
ゃ
る
の
が
伝
わ
っ
て
き
て
、

と
て
も
刺
激
的
で
楽
し
い
で
す
。

　

そ
し
て
時
に
は
、
同
期
会
の
打
ち

合
わ
せ
を
兼
ね
て
来
た
、
と
同
期
生

同
士
で
何
人
も
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
は
、

部
屋
の
反
対
側
の
声
が
聞
こ
え
な
い

ほ
ど
の
活
気
を
呈
し
ま
す
。

　

い
つ
も
ほ
ろ
酔
い
加
減
の
私
に

と
っ
て
は
次
の
言
葉
が
印
象
的
で
す
。

「
同
じ
学
校
を
卒
業
し
た
と
い
う
だ

け
で
、
会
っ
た
こ
と
も
無
い
者
同
士

が
こ
う
や
っ
て

楽
し
く
集
え
る
。

あ
り
が
た
い
な

あ
。」

　

ま
す
ま
す
青

春
を
謳
歌
！
と

い
う
べ
き
陵
水

亭
。
時
に
は
、

懐
か
し
く
お
立

ち
寄
り
い
た
だ

い
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
野
輝
久（
大
５
）

ト
ピ
ッ
ク
ス

【
編
集
後
記
】

〔
原
稿
募
集
及
び
ご
意
見
を
！
〕

皆
様
の
原
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
テ
ー
マ
自
由

編
集
担
当　

吉
田　

稔
（
大　

）
１５

�
�
０
５
２
‐
７
５
１
‐
２
０
１
０

E
‐ mail

m

‐ yoshida52@
yahoo.co.jp

横
井
隆
幸（
大　

）
３３
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�
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〈
時　

間
〉　

原
則
と
し
て
毎
月
第
３
金
曜
日

　
　
　
　
　

午
後
６
時　

分
〜

３０

〈
場　

所
〉　

錦「
ア
ネ
ッ
ク
ス
ビ
ル
」　

階
１０

　
　
　
　
　
『
唐
観
月
』

〈
会　

費
〉　

５
、０
０
０
円

〈
日　

程
〉

　

Ｈ　
　

１
月　

日（
金
）、２
月　

日（
金
）

１９

１９

１６

　
　
　
　

３
月　

日（
金
）、４
月　

日（
金
）

１６

２０

　
　
　
　

５
月　

日（
金
）、６
月　

日（
金
）

１８

１５

『
陵
水
亭
』ご
案
内

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
講
座


